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	　人事院とは、労働条件についても交渉が行われています。

7月13日の交渉では人事院職員団体審議官から「病気休暇制度」について、現時点の見直し案が示されました。


これに対し公務員連絡会は、次の通り、審議官の見解を質しました。
	
	
	見直しについて総合判断して、90日の期限を設けることはやむを得ないと考えるが、病気休暇制度の趣旨が損なわれないようにすべきである。

　特に、「連続１週間(週休日等を含む)」は不

	
	
	
	合理で厳しすぎる。例えば２週間にするなど修正していただきたい。また、特定疾患の特例的上限期間の規定は残すべきである。

　制度切り替えに当たっては、現に休んでいる人に十分配慮し経過措置を設けるべきだ。
「病気休暇制度」見直しの交渉は、他の案件と同様に引き続き交渉がされます。





　

















セブン銀行で、7時から23時まで「入金」「出金」「残高照会」ができるスグレものです。ぜひ！















































































































































セブンイレブンの看板の「ある特徴」に気づくことができますか？　よーく観察してみてください。　【答えは裏面です】











各支会ごとに確認させていただいた「職場決議」は昨晩、人事院総裁へ送りました。


人事院勧告は８月の第二週と見込まれます。勧告ギリギリまで交渉が行われますが、皆さん、ご承知のとおり非常に厳しい情勢です。


組合員と家族の「切実な要求」を背景に公務員連絡会の交渉団は交渉をさらに強化します。








①　１回の病気休暇の上限期間は、連続する90日の範囲内とする。ただし、例えば、精神疾患の病状で休んでいる時に、交通事故に遭った場合のように、休暇の原因が明らかに異なる場合には、例外的に１回に限り、異なる病気に罹患した日から期間を算出する。


②　連続１週間（週休日等を含む）を超える病気休暇を取得した後、職務復帰後実勤務日数が20日間に達するまでの期間以内に再び病気休暇を取得する場合には、その前後の病気休暇の期間を通算する。


③　断続的に一定日数以上病気休暇を取得する職員に診断書の提出や健康管理医等の診断を義務付ける。


　


これらを基本に検討しているところであり、更に皆さんと相談して参りたい。





１面の疑問は「松阪証券 社長日記」に載っていたものです。ネットで「セブン銀行」のロゴマークを検索していて、たまたま見つけました。それでは「答え」です。





セブンイレブン・ロゴマークの謎に迫る





リーダーや経営者に大切なことは、身の回りの何気ないことに「感心を持つ」こと。そしてその事象に、自分なりの仮説を立てることだそうです。


皆さんは、こんなことにお気づきでしたでしょうか…


セブンイレブンの看板の中央、「セブンイレブン」はどのような文字で表記されているか、正確に答えられる方は、あまりいないはずです。


そうです、「ELEVEN」ではなく「ELEVEｎ」。最後の「N」だけが何故か小文字の「ｎ」だったのです!!　知っていた方はどのくらいいらっしゃるでしょうか。�　さて、そのナゾを解明するべく、インターネットで検索してみたところ、色んな説があるようです。


…ということで、「答え」は次号になります。

















津別でも使える


「ろうきんカード」


�


19時～23時は105円の手数料がかかりますが


ろうきんに給与振り込みなら全額戻ります！！























昨日の「もう一度」の取り組み、多くの方にご家族の名前を署名いただきました。ありがとうございました。


それにしても渡島地本の木古内町職、900筆はすごい！ 組合員は146人だそうで、管理職や消防など公共サービスを共に担う仲間から協力をいただいたとのこと。なるほど














津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


